
日本語基礎ー語彙・文型ー実践例紹介

中学校：「～たほうがいい（と思います）」

北区立赤羽岩淵中学校 田中 阿貴



初期指導・語彙・文型指導で大切にしていること

言葉を使って表現する必然性を作る

コミュニケーション

思考喜怒哀楽

相手のことを知りたい！
相手に自分のことを伝えたい！
関係性を大切に。

感情が動かないところ
に言葉は入っていかな
い。笑いを大切に。

考えて、「わかった！」と思うと
伝えたくなる。

「語彙・文型を教える」ではなく、

「その語彙・文型を使って

何ができるようにするのか」



５つの支援➡あの手・この手・その手・どの手？あらゆる手を活用

・理解支援：言い換え・視覚化・ジェスチャー・母語活用・筆談・板書・・・

・表現支援：モデル提示・対話・ジェスチャー・母語活用・筆談・板書・・・

・記憶支援：視覚化・音声化・動作化・リズム・繰り返し・・・

・自立支援：自分で勉強できる方法を教える。

・情意支援：認める、褒める。できた、分かったと実感させる。一緒に喜ぶ。

初期指導・語彙・文型指導で大切にしていること

「学校教育におけるJSLカリキュラム（中学校編）2日本語支援の考え方とその方法」（P14-15）より



日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

対象：来日１年弱

日本語の力：短文レベルでのやりとりができる。

聞く力は伸びているが、話すのは苦手。

日本語初級文型学習中 テ形・タ形・ナイ形学習終了後

などを既習で、聞いて分かるが、これらの文型を日頃から活
用して表現する力はまだない。（使えるものもある。）

ーています、ーてください、ーてーてーています、ーてもいい
ーたりーたりします、ーたことがあります、ーたら
ーないでください、ーなくてもいいです



場面設定：お悩み相談という設定で、「たほうがいい」「ないほうがいい」を使って

アドバイスする。（生徒が興味をもちそうな場面設定・悩みを考える。）

使用教科書：「中学生の日本語学校生活編・16課「―ほうがいいです」

日本語の目標

・「ーたほうがいいです。」「ないほうがいいです。」などを使って、様々な悩みに

アドバイスすることができる。

・「ーたほうがいいよ」「ーたほうがいいね」「ーたほうがいいと思います。」など、
強くなりすぎない工夫ができる。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」



導入

日本に来て大変だったこと、困ったことについて話し合って、

「ーがほうがいい。」を使う場面へともっていく。

T：日本に来て、困ったこと、大変だったこと、難しいことはありますか。
S：日本語が話せない。友達ができない。
T：じゃぁ、どうしたらいいと思いますか。
S：日本語勉強するがいい。
T:そうだね。日本語を勉強したほうがいいですね。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

目標の提示：
色々な悩みに「～たほうがいい」「～ないほうがいい」でアドバイスしよう。



展開

アドバイスするとき、「ーたほうがいい」「ーないほうがいい」を
使うことを説明

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

テキスト「中学生のにほんご」を活用して説明。

教科書の写真

教科書の写真



展開

テ形・タ形の活用が未定着なので復習。

タイマーを使って、テンポよく。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

間違えたら、「タ形の歌」と表で復習。
きらきら星の音程で、「いちりった、みびにんだ、

きいた、ぎいだ、しした、食べます食べた、起き
ます起きた、来ます来た、しますした、持ってき
た、勉強した」

教材の写真

「みんなの日本語 書いて覚える文型練習帳」
を活用。



展開

パターンプラクティス
動詞カードを、「～たほうがいいです」「～ないほうがいいです」で答える。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

単純なパターンプラクティスにならないように、場面
設定を即興で作る。
T：テストでいつも間違えます。ちゃんと問題をー？
S：読んだ方がいいです。
T：テストの時間が足りません。全部の文をー？
S：読まない方がいいです。
T：大切なところだけをー？
S：読んだ方がいいです。



展開

ラジオ「お悩み相談室」の設定を説明して、お悩みカード引い
て、それに対して「ーたほうがいい」「ーないほうがいい」アドバ
イスする。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

S₁：たくさん友達がほしいです。
でも自分から話しかけられま
せん。どうしたらいいですか。

S₂：「元気？」とか「宿題終わっ
た？」とか簡単な話からはじめ
たほうがいい。



展開

「ーたほうがいい。」は、ちょっと強すぎるので、どうしたらいい
か尋ねて、「ーたほうがいいよ。」「ーたほうがいいと思うよ。」

など、より自然な会話にできる工夫について話し合う。

他の生徒や先生、自分自身の経験など、話を広げる。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

他の生徒に、「〇〇さんはどう思いますか。」「先生はどう思いますか。」
と他の人のアドバイスも聞けるよう、質問させる。
「〇〇さんも、同じようなことがありましたか。」
と生徒が自分の経験について話せるようにする。



まとめ

友達や先生の意見も参考に、悩みへのアドバイスを書く。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

今は告白しないほうがいいと思います。同じ
高校に行けるように勉強を頑張って、卒業の
時に告白したほうがいいと思います。

自分から頑張って話しかけたほうがいい
と思います。

健康のためならダイエットしたほうがいいと思い
ます。美容のためならダイエットしない方がいい
と思います。

ピンインと四声を勉強したほうがいい
と思います。

「元気？」とか「宿題終わった？」とか簡単
な話からはじめたほうがいいと思います。

たくさん友達がほしいです。
でも自分から話しかけら
れません。どうしたらいい
ですか。

中国語を勉強していますが、
発音が難しいです。どうした
らいいですか。

たくさん聞いて勉強したほうがいいと思
います。

好きな人がいます。今は友達
です。告白して、断られたら友
達ではなくなるかもしれませ
ん。どうしたらいいですか？

最近、太りました。ダイエッ
トしたいです。どうしたらい
いですか？

野菜をたくさんたべたほうがい
いと思います。



発展

技能別日本語（書く）

「ーたほうがいい。」を使って、

２００字程度の意見作文を書く。

日本語基礎ー語彙・文型ー 「たほうがいいです。」

「宿題があったほうがいいか、ないほうがい
いか」理由を含めて２００字程度で書く。

教科書の写真


	日本語基礎ー語彙・文型ー実践例紹介��中学校：「～たほうがいい（と思います）」
	初期指導・語彙・文型指導で大切にしていること
	スライド番号 3
	日本語基礎ー語彙・文型ー　「たほうがいいです。」�
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13

